
生
の
指
導
や
教
育
の
改
善
な
ど
、
大
学

に
し
か
行
え
な
い
こ
と
に
学
内
リ
ソ
ー

ス
を
割
く
べ
き
。
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
は
外
部
で
も
で
き
る
」（
日
本
大
学
）。

「
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
維
持
は

正
直
、
負
担
が
大
き
い
。
し
か
し
、
学

生
の
成
長
力
Ｎ
о
．１
を
目
標
に
掲
げ

た
以
上
、
学
修
成
果
の
可
視
化
は
不
可

欠
。〝
有
言
実
行
〞
の
姿
勢
が
社
会
的

な
評
価
に
も
影
響
す
る
と
考
え
る
」（
星

槎
道
都
大
学
）。

　「質
保
証
の
し
く
み
は
つ
く
っ
た
が
、

教
育
改
善
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
い
う

多
く
の
声
に
応
え
、
実
質
化
の
障
壁
と

な
る
要
因
を
【
図
表
20
】
に
ま
と
め
た
。

　①
の
質
保
証
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
る

た
め
に
長
崎
国
際
大
学
は「
自
己
点
検
・

評
価
の
確
実
な
実
行
」
を
勧
め
る
。
エ

ビ
デ
ン
ス
と
共
に
大
学
・
学
部
の
教
育

上
の
課
題
を
提
示
す
れ
ば
、
学
生
の
成

長
を
願
う
教
職
員
が
必
ず
振
り
向
く
。

彼
ら
と
共
に
改
善
策
を
検
討
し
、
学
内

　取
材
し
た
大
学
、
識
者
は
「
専
門
家

が
い
な
く
て
も
Ｉ
Ｒ
の
役
割
は
果
た
せ

る
」
と
の
見
解
で
一
致
し
た
。
学
内
に

蓄
積
さ
れ
て
い
る
各
種
の
学
生
デ
ー
タ

を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
統
合
す
る
だ
け
で

も
、
学
生
の
実
態
や
教
育
上
の
課
題
が

見
え
て
く
る
。「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結

果
と
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
掛
け
合
わ
せ
て
グ
ラ
フ

を
つ
く
る
だ
け
で
も
、Ｉ
Ｒ
の
第
一
歩

と
し
て
十
分
」（
京
都
産
業
大
学
）。

　そ
も
そ
も
Ｉ
Ｒ
の
役
割
は
、
各
学
部

が
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
察
知

し
、
そ
れ
に
沿
う
デ
ー
タ
を
提
示
し
て

議
論
の
タ
ネ
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
気
づ

き
を
与
え
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
デ
ー
タ

は
単
純
な
も
の
で
ま
っ
た
く
問
題
な

い
。「
Ｉ
Ｒ
の
目
的
は
、研
究
で
は
な
い
。

細
か
い
分
析
よ
り
も
、
集
計
結
果
を
基

に
現
状
を
把
握
し
、
課
題
を
発
見
す
る

こ
と
が
大
切
」（
長
崎
国
際
大
学
）。
作

業
負
荷
を
軽
減
さ
せ
た
か
っ
た
り
、
よ

り
高
度
な
分
析
が
必
要
に
な
っ
た
り
し

た
と
き
に
、
初
め
て
ツ
ー
ル
の
導
入
を

検
討
す
れ
ば
よ
い
。

　ミ
ニ
マ
ム
な
体
制
で
Ｉ
Ｒ
を
機
能
さ

せ
る
コ
ツ
と
し
て
、関
東
学
院
大
学
は
、

Ｉ
Ｒ
の
範
囲
（
教
学
か
経
営
か
、
デ
ー

タ
収
集
ま
で
か
分
析
も
行
う
の
か
）
や

目
的
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
、
退
学
防

止
な
ど
）
を
、
大
学
の
実
情
に
合
わ
せ

て
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
を
挙
げ
る
。

広
島
市
立
大
学
山
咲
氏
は
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
調
査
設

計
・
評
価
方
法
な
ど
リ
サ
ー
チ
デ
ザ
イ

ン
の
知
識
を
最
低
限
、
身
に
付
け
て
お

き
た
い
」
と
話
す
。
大
学
や
各
種
の
団

体
が
行
う
外
部
研
修
や
、
自
学
の
教
員

を
頼
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。「
質
保
証
や

設
置
基
準
を
め
ぐ
る
国
の
議
論
の
ウ

オ
ッ
チ
や
、
教
学
Ｉ
Ｒ
に
関
す
る
外
部

セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
か
ら
始
め
る
と
よ

い
」
と
述
べ
る
の
は
摂
南
大
学
。
職
員

を
認
証
評
価
の
評
価
員
に
派
遣
し
、
評

価
の
視
点
や
他
大
学
の
取
り
組
み
を
把

握
す
る
こ
と
も
役
立
つ
と
い
う
。

　た
だ
し
、
状
況
に
応
じ
て
大
学
が
投

資
を
行
う
必
要
も
あ
る
。Ｉ
Ｒ
担
当
者

が
少
数
の
星
槎
道
都
大
学
と
日
本
大
学

三
軒
茶
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
企
業
の
学

修
成
果
可
視
化
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。「
学

に
共
有
し
て
い
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　②
は
、
日
頃
の
授
業
が
学
生
の
成
長

を
意
識
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
だ
。

摂
南
大
学
は
対
策
と
し
て
、「
科
目
ご

と
の
学
修
成
果
の
可
視
化
を
徹
底
す
る

こ
と
と
、組
織
的
な
改
善
計
画
の
策
定
」

を
挙
げ
る
。
同
大
学
で
は
、授
業
は「
学

生
の
主
体
的
・
自
律
的
学
び
の
場
」
で

あ
り
、
教
員
の
教
育
力
と
は
「
学
び
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
指
す

こ
と
を
、
学
長
自
ら
が
繰
り
返
し
発
信

し
、
研
修
会
等
も
行
っ
て
い
る
。

　③
は
、
付
け
焼
き
刃
で
単
発
の
取
り

組
み
を
重
ね
て
き
た
大
学
に
起
き
が
ち

だ
。
質
保
証
に
し
て
も
（
P.
14 【
図
表

８
】）、
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
し
て
も

（
P.
20 【
図
表
13
】）、
順
序
を
ふ
ま
え

て
進
め
な
け
れ
ば
取
り
組
み
同
士
が
連

動
せ
ず
、
機
能
し
な
い
。

　④
は
、
自
己
点
検
・
評
価
や
調
査
の

設
計
に
課
題
が
あ
る
。
教
育
課
程
が
違

え
ば
課
題
も
異
な
る
た
め
、
広
島
市
立

大
学
山
咲
氏
は
学
部
・
学
科
単
位
で
の

設
計
、
改
善
を
提
唱
す
る
。「
全
学
的

な
モ
デ
ル
は
示
し
つ
つ
も
、
取
り
組
み

は
学
部
・
学
科
単
位
が
進
め
や
す
い
。

最
初
は
執
行
部
と
現
場
を
つ
な
ぐ
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
が
学
部
・
学
科
と
一
緒
に
し

く
み
を
つ
く
り
上
げ
た
い
」。

　⑤
の
よ
う
に
一
時
的
な
取
り
組
み
に

な
る
事
態
を
防
ぐ
に
は
、
定
期
的
に
行

う
作
業
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
で
規

定
し
、
日
常
業
務
と
し
て
各
部
署
に
組

【図表20】“学生の成長に役立つ”内部質保証の実質化を阻む要因
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質
の
向
上
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

専
門
家
不
在
で
Ｉ
Ｒ

を
進
め
る
に
は
？

Q
15

み
込
む
対
策
が
有
効
だ
。

　⑥
に
挙
げ
る
組
織
体
制
に
つ
い
て
、

京
都
産
業
大
学
が
勧
め
る
の
が
「
図
式

化
」
だ
。
指
示
や
報
告
の
向
き
を
示
す

矢
印
が
あ
ち
こ
ち
に
向
い
て
複
雑
化
し

て
い
た
り
、
矢
印
の
行
き
先
が
不
明
瞭

な
部
分
が
あ
っ
た
り
し
た
ら
、
体
制
面

に
課
題
が
あ
る
場
合
が
多
い
と
い
う
。

　⑦
は
、学
生
参
画
の
課
題
に
つ
い
て
。

「
学
修
者
本
位
の
教
育
」
の
実
現
に
は
、

積
極
的
な
学
生
参
画
の
し
く
み
の
構

築
が
望
ま
し
い
。
P.
19
の
例
な
ど
を

参
考
に
さ
れ
た
い
。
広
島
市
立
大
学
山

咲
氏
は
、「
学
生
は
本
来
、
大
学
が
用

意
し
た
教
育
を
受
け
る
一
方
で
は
な

く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
意
見
す
る
、

質
保
証
の
当
事
者
だ
。
教
職
員
も
学
生

自
身
も
そ
の
役
割
を
共
有
す
る
こ
と

が
、学
修
者
本
位
の
教
育
に
近
づ
く
道
」

と
説
く
。

内部質保証の重要性やDPの達成のための
教育課題が構成員に共有されていない

学生の成長ではなく、知識などを学生に教え授けること
だけが目的の授業になっている

「どう可視化するか」で止まる。または改善アクションを
考えないままチェックを行っている

質保証に関連する各取り組みが連携せず、
バラバラに行われている

質保証の取り組みがルーティン化せず、
その時限りのイベントになっている

PDCAサイクルの責任主体と、改善の指示系統が
不明瞭だったり詰まったりしている

内部質保証のしくみが大学視点のみでつくられ、
学生不在になっている

木村 英司

（株）ベネッセｉ-キャリア
教育事業本部

チェックだけで終わらせない
連携、きっかけ、立ち回りを

きむらえいじ●2013年（株）ベ
ネッセコーポレーション入社。高
校教育支援に携わった後、
2016年より大学の教育改革
支援を担当。教学領域における
ＰＤＣＡ設計支援を多数実施。

　内部質保証のしくみはあっても、教育改善につながらないと悩
む大学にありがちなことを挙げてみましょう。
①教学マネジメントと別々に行っている：教学マネジメントの一
環として作成したアセスメントプランを、自己点検・評価には使っ
ていない、といったことはありませんか。
②改善のアクションを想定していない：よくあるのは可視化に
腐心して、データを出したところで止まってしまうケースです。
③想定するアクションが大きすぎる：カリキュラム改革などの大規
模な取り組みは現場にとって現実味がなく、他人事になりがちです。
④学部間の意識に差がある：複数の学部がある場合、背景事
情の違いや質保証への意識や知見に差があることが多く、一律
のアプローチでは改善に至りにくい学部・学科もあるようです。
⑤キーパーソンが不在：執行部と現場の連携役がいないと、執
行部は現場の状況を、現場は執行部の意図をくみ取れません。
　それぞれに対して、どんな解決策があるでしょうか。
①→教学マネジメントを生かす：自己点検・評価にもアセスメン

トプランを使い、ＦＤを通じて課題解決の手法などを身に付け、教
育改善につなげましょう。
②→改善アクションの仮説と見通しを持つ：データ収集前に、
見つかるであろう課題の仮説と対応策の見通しを立てておきま
す。検証や対応を行う責任部署をアセスメントプランと共に設定
しておくとよいでしょう。
③→小さな改善アクションから始める：まずは、現場の課題意
識に沿う小さな改善を積み上げます。全て全学共通にする必要
はなく、学生の成長をキーワードに現場の関心が高いものから実
行するほうが、学部・学科の主体性を引き出せます。
④→教育の質を考える機会を設ける：進まない学部について
は、教育や人材の質について、第三者（地域や卒業生の就職先
等）に課題を指摘してもらうと、取り組む意識が高まります。
⑤→キーパーソンをつくる：学長室やIＲ室の職員は、執行部と
現場、学部・学科、取り組みをつなぐキーパーソンに適していま
す。求められるのはスキルや専門性よりも、「立ち回り」。この「立
ち回り」能力こそが、執行部・現場双方からの信頼獲得にもつな
がり、結果として内部質保証を推進する原動力にもなります。

スモールスタートでОK、まずは改善の経験を

教育改善に生かすには？
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す
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？
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